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研究成果の概要（和文）： 当該研究課題について、「非西洋地域の近代化」と「エキゾティックな他者とジェンダー
・セクシュアリティー」というテーマで研究を進め、研究期間内に著書7冊（単著・共著）を含む研究成果を発表した
。中でも、『煩悶青年と女学生の文学誌―「西洋」を読み替えて』（新曜社、2012年）は、明治の文学者たちが、西洋
文学を読み替えながら新しい若者表象を形成する様相を追ったものだが、近代化の過程での日本文学が、文明の在処と
された「西洋」と、それ以外の地域に向けた異なるエクゾティシズムと、それぞれが仮託された「他者」像について分
析・考察した。本書は第12回島田謹二記念学藝賞、及び第18回日本比較文学会賞を受賞した。

研究成果の概要（英文）： The representative researcher conducted the research focusing on the following   
 two themes: "The Modernization of Non-Western Areas" and "Gender and Sexuality of the Exotic Other." The 
results of this research were published in various journals and academic books. Among them, "Angst-Ridden 
Youths and Girl Students in Modern Japan: Literary Reinterpretation of the West"(Tokyo: Shinyosha, 2012)is
 a work which pursues the fabrication of the New Youth in Modern Japanese Literature through the literary 
reinterpretation of the West, and won the 12th Shimada Kinji Memorial Award for Arts and Sciences and the 
18th Japan Comparative Literature Association Prize.    
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１．研究開始当初の背景 
H20 年度までの「近代化の過程における

女性表象の諸相に関する比較文学的研究」

を進める中で、日本においては、西ヨーロ

ッパと北米地域の女性表象の影響を強く

受けた結果、「女学生神話」のような、新

しい女性の表象が文学作品を中心とする

言説の中に誕生したこと、また、そうした

女性が活躍する舞台として、近代化の過程

を歩む都市が設定される必要があったこ

とを明らかにした。文学作品や当時のメデ

ィアの言説の分析を通して、都市と、そこ

に点在する、西洋の影響をうけた近代的な

装置が、「女学生」の「堕落」といった、

ネガティブな言説を補強することに一役

買っていることもわかった。 

一方で、非西洋地域として歴史的に「近

代化＝西洋化」を経験し、しかもその「近

代的」な女性像と「伝統的」な女性像の間

に大きな隔たりがあった日本以外の地域

の女性表象についても調査・考察し、海外

の研究者とも交流をもつ中で、さらに興味

深いことが見えてきた。近代化の過程であ

らわれてくる女性像は、いずれも「エクゾ

ティシズム」を身に纏っているのである。

西洋文学において、他者としての女性がエ

キゾティックに描写されることについて

は、そこにオリエンタリズム、帝国主義的

なまなざしを見出すことが定説となって

いるが、非西洋地域におけるエクゾティシ

ズムは、より複雑な様相を呈している。近

代化した地域から伝統的な地域を見る際

の、帝国主義的なまなざしを孕んだエクゾ

ティシズムと、近代化した地域から、「文

明」の拠点とされていた「西洋」地域を見

る際のエクゾティシズムである。この二つ

のエクゾティシズムの共存については、比

較文学の分野においては、これまであまり

研究されてこなかったが、チュニジア

(2004 年)、オーストラリア（2005 年）、ブ

ラジル（2007 年）、ウズベキスタン（2008

年）で研究報告をし、議論を重ねる中で、

この視点からの研究の必要性を強く感じ

るようになった。 

そこで、この研究を発展的に継承する形

で、「近・現代の他者表象におけるエクゾ

ティシズムの諸相に関する比較文学的研

究」に取り組むこととなった。 
 
２．研究の目的 

本研究は、文学作品を中心としたテクス

トに描き出された他者表象を分析し、そこ

にあらわれたエクゾティシズムの諸相を考

察することによって、近・現代における社

会の変化と他者表象との関連性を突き止め

るとともに、その意味及び意義を、比較文

学的視点から精緻に解明することを目的と

した。その際、「近・現代」を研究の射程

としているため、19 世紀以降 21 世紀まで、

主に 20 世紀のテクストを取り扱うことと

した。研究期間は 5 年、という長期を設定

したが、これは研究協力者の協力のもとに、

継続的にその成果を発表していくことを目

的としたためで、研究期間内に、国際比較

文学会の大会が 2 回開催され、3 つのパネ

ルで 3 本の研究発表を行った。 

研究対象となる地域は、日本を中心とし

たが、日本のテクストに大きな影響を与え

た西ヨーロッパ・北米地域、さらには非西

洋地域として歴史的に「近代化＝西洋化」

を経験した日本以外の地域の他者表象にお

けるエクゾティシズムと比較対照すること

により、研究に比較文学的な視野の広がり

を持たせるようにした。 

  
３．研究の方法 

本研究は、19 世紀以降現代まで、主に

20 世紀（日本の場合は明治中期以降から昭

和年間にあたる）に出版された一次資料の

調査、読解と綿密な分析のもとにおこなわ

れた。研究課題としては、以下の 2 点を設



定した。 

① 非西洋地域の近代化とエクゾ

ティシズム 

②「エキゾティックな他者」とジェ

ンダー・セクシュアリティー 

 

４．研究成果 

5 年間の研究期間の中で、著書 7 冊（単著・

共著）を含む研究成果を世に問うことができ

た。中でも、2012 年に出版した単著『煩悶青

年と女学生の文学誌―「西洋」を読み替えて』

（新曜社）は、明治の文学者たちが、西洋文

学を「読み替え」ながら、新しい若者（男性・

女性）表象を形作っていく様相を追ったもの

だが、日本が近代化の過程で、文明のありか

とされていた「西洋」に向けるエクゾティシ

ズムと、それ以外の地域に向けるエクゾティ

シズム、及び、それぞれが仮託される「他者」

像について分析・考察することができた。本

書は第 12 回島田謹二記念学藝賞、及び第 18

回日本比較文学会賞を受賞した。 

（１）研究課題項目①「非西洋地域の近代

化とエクゾティシズム」については、①北原

白秋の作品を中心とする、日本の近代詩歌に

おけるエクゾティシズムの源泉、②近代日本

における西洋文学とその翻訳、③西洋的「恋

愛観」の東アジアへの伝播、などの研究を通

して、「西洋」のものをとりいれて近代化を

図ろうとした日本の文学が、その過程でどの

ような読み替えを行い、そのようなねじれを

抱えたのかを考察した。また、そうした問題

が東アジアへも伝播したのか、ということに

ついての検証も試みた。その成果が、「5．主

な発表論文等」に記載した〔図書〕①、②、

④、⑥、〔雑誌論文〕①～③、国内外での〔学

会発表〕①、③、⑤、⑥、⑨、⑩、⑫、⑯～

⑳である。 

（２）研究課題項目②「エキゾティック

な他者」とジェンダー・セクシュアリティー

については、女性表象と女性の語りに着目し

て研究を進めた。①近代文学における女性表

象の問題については、〔図書〕①、⑦で考察

し、「エキゾティックな他者」として表象さ

れる「新しい女」像の二重構造や、女性たち

もそうしたイメージを戦略として使用しな

がら自己表象をしていく姿を明らかにした。 

また、〔図書〕⑤で行った「女語り」と「ロ

ココ」の関係の分析からは、官能性を巧妙に

排した「永遠の少女」の孤高が日本において

はロココと結びつけられ、そのイメージが現

代の小説にも継承されていることがわかっ

た。 

こうした研究成果（〔学会発表〕⑪、⑬～

⑮を含む）をふまえ、②現代への展開につい

ても研究を進め、マンガや現代文学における

エクゾティシズムやジェンダー・セクシュア

リティーの問題を考察した。その成果が、〔図

書〕③、〔学会発表〕②、④、⑦、⑧、㉑で

ある。 
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